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※
凌
雲
と
は
、
雲
を
し
の
ぐ
よ
う
に
高
い
こ
と

県
内
企
業
の
経
営
者
、
後
継
者
な
ど

中
高
年
の
か
た
の
再
就
職
や
、

失
業
中
・
在
職
中
の
悩
み
に
つ

い
て
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

講
義
内
容

対
象

あ
き
た
凌り

ょ
う

雲う

ん

塾
塾
生
募
集

秋
田
の
大
地
に
新
し
い
風
を
起
こ
そ
う
！

秋
田
商
工
会
議
所
で
は
、
新
し
い
時
代
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
熱
意
と
、
豊
富
な
専
門
知
識
を
有
す

る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
秋
田
の
大
地
に
新
し
い

風
を
起
こ
す
秋
田
経
営
塾
「(

愛
称)

あ
き
た
凌
雲

塾
」
を
開
設
し
ま
す
。

経
営
革
新
へ
の
意
欲
と
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
を
持

つ
か
た
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

秋
田
商
工
会
議
所
経
営
相
談
課

tel (

８
６
６)

６
６
７
７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〟

〟

２
年
コ
ー
ス
で
100
万
円(

税
込
み)

こ
の
塾
は
、
単
に
知
識
を
詰
め
込
む
だ
け

で
な
く
、
創
造
力
、
企
画
力
、
問
題
解
決

力
な
ど
考
え
る
力
を
養
う
た
め
の
演
習
や

研
修
技
法
を
多
く
取
り
入
れ
、
実
践
的
能

力
を
習
得
し
ま
す(

上
表
参
照)

★財務戦略！
★人事組織戦略！
★トップリーダー養成！
★マーケティング戦略！
★生き残るための新経営戦略！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秋
田

福
祉
施
設
な
ど
へ
就

職
希
望
の
か
た
へ
、
求

人
情
報
の
提
供
を
無
料

で
行
い
ま
す
。
ご
利
用

は
登
録
制
で
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
・
２
級
、
介
護
福

祉
士
、
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
看
護
師
、
保
健
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
栄
養
士
な

ど
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た(

資
格
の
な

い
か
た
も
ご
相
談
く
だ
さ
い)

茨島一丁目12ー16
tel(８６４)４１１１

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

市
役
所
市
民
相
談
室
内
に
あ
る
雇
用

相
談
窓
口
は
、
４
月
１
日
か
ら
市
役
所

分
館
１
階
の
工
業
労
政
課
に
移
り
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
求
人
情
報
の
提
供
、

求
職
活
動
へ
の
助
言
、
各
種
職
業
訓
練

の
案
内
な
ど
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

市
役
所
分
館
１
階

工
業
労
政
課tel (

８
６
６)

２
１
１
４

旭
北
栄
町
の
県
社
会
福
祉
会
館
５
階

県
福
祉
保
健
人
材
セ
ン
タ
ー

tel (

８
６
４)

２
８
８
０

秋田テルサ３階
tel(８８９)８６０９

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

ア
ト
リ
オ
ン

アトリオン３階
tel(８３６)７８２０

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

秋
田
市
雇
用
相
談
窓
口

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
セ
ン
タ
ー

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

登
録
対
象

ハローワーク秋田をはじめとする雇用相談窓口では求人情
報の提供を無料で行っています。お気軽にご利用ください。

講
義
期
間

平
成
16
年
４
月
か
ら
２
年
間

講
義
回
数

月
４
回(

８
、
12
、
１
月
は
月
２
回)

講
義
時
間

午
前
９
時
｜
午
後
５
時

定
員

20
人

授
業
料

卒
業
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
は
別
料

金
が
必
要

講義内容

雇用・労働相談窓口のご利用を

総
合
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

(

日
・
月
・
祝
日
は
休
館)



消防力の充実・強化
を進めます

秋
田
市
消
防
本
部
で
は
、
消
防
力
の
充
実
と
強
化
を
は
か

る
た
め
、
秋
田
消
防
署
の
救
助
工
作
車
を
更
新
し
、
秋
田
消

防
署
保
戸
野
出
張
所
を
秋
田
消
防
署
へ
編
入
し
ま
し
た
。

市
消
防
本
部
で
は
、
今
後
と
も
さ
ら
に
迅
速
な
消
防
活
動
、

地
域
の
消
防
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

秋
田
消
防
署
の

救
助
工
作
車
を
更
新

保
戸
野
出
張
所
を

秋
田
消
防
署
に
編
入

新
し
い
大
型
救
助
工
作
車

昨年秋田市で起きた火災は101件
で損害額は約１億８千万円となり、
大切な財産が一瞬にして灰になって
います。こうした火災は、不注意に
よるものが多く、一人ひとりの心が
けでかなり防ぐことができます。火
の恐ろしさを改めて認識し、絶対に
火事を起こさないようにしましょう。

住宅火災で亡くなったかたの原因の
約７割が逃げ遅れ。火災をいち早く知
り、素早く避難するため、「住宅用火
災警報器」の設置をおすすめします。

春の火災予防運動
４月４日(日)～10日(土)

消防団員の訓練のため、中土橋付近
(広小路側から県民会館東側道路)が４月
４日(日)午前６時40分～７時40分、通行
止めとなります。ご了承ください。

消防団の訓練のため
中土橋付近が一時通行止め

消防力の充実・強化
を進めます

消防本部tel(823)4000問い合わせ

古くなった消火器は、いざというと
きに使えなかったり、消火器本体が破
裂して思わぬけがをすることがありま
す。この機会に、古くなった消火器は
捨てましょう。廃棄処分については、
購入したお店、または消防設備業者に
お問い合わせください。

古くなった消火器は捨てましょう

火災警報器をつけましょう こ
の
三
月
か
ら
秋
田
消
防
署
に
、
大

型
救
助
工
作
車
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
救
助
工
作
車
は
、
平
時
の
一
般

救
助
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
発
生
時
に
対
応
す
る
た

め
、
四
輪
駆
動
の
車
体
、
前
後
両
方
引

く
こ
と
が
で
き
る
ウ
ィ
ン
チ
、
二
・
九

㌧
級
の
ク
レ
ー
ン
な
ど
特
殊
な
装
置
を

装
備
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
短
時
間

で
要
救
助
者
の
発
見
が
で
き
る
赤
外
線

に
よ
る
熱
画
像
直
視
装
置
な
ど
も
完

備
。
高
度
な
救
助
資
機
材
で
よ
り
迅
速

な
救
助
活
動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

秋
田
消
防
署
保
戸
野
出
張
所(

職
員

十
二
人
、
消
防
車
一
台)

は
、
消
防
組

織
体
制
の
充
実
強
化
を
目
的
に
策
定

し
た
「
秋
田
市
消
防
組
織
再
編
計
画
」

に
基
づ
き
、
三
月
十
八
日
を
も
っ
て

秋
田
消
防
署
へ
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
出
張
所
は
廃
止

と
な
り
、
泉
・
保
戸
野
・
濁
川
の
各
地

区
は
秋
田
消
防
署
の
担
当
区
域
と
な

り
ま
す
の
で
、
消
防
に
関
す
る
届
け

出
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
消
防

庁
舎
二
階
の
秋
田
消
防
署
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

その油断火から炎へ災いへ

今
年
は
平
年
に
比
べ
雪
が
少
な
く
、
市
の
除
排

雪
経
費
は
約
二
億
六
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、

昨
年
度
よ
り
も
少
な
い
経
費
で
済
み
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
な
か
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
除
排
雪

の
取
り
組
み
も
各
地
で
み
ら
れ
ま
し
た
。

広
面
の
山
崎
団
地
町
内
会
で
は
、
町
内
の
除
雪

や
高
齢
者
へ
の
除
雪
協
力
な
ど
を
活
動
内
容
に
盛

り
込
ん
だ
自
主
防
災
組
織
を
、
昨
年
十
二
月
に
設

置
。
町
内
会
長
の
木
谷
昇
さ
ん
は
「
形
式
的
な
自
主

防
災
組
織
で
は
意
味
が
な
い
と
思
い
、
町
内
会
で

話
し
合
っ
た
結
果
、
毎
年
行
う
除
雪
を
そ
の
活
動

内
容
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
除
雪

は
四
回
。
地
域
で
横
の
連
携
を
と
り
、
組
織
の
強

化
を
は
か
り
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
新
屋
北
浜
町
で
は
、
市
か
ら
排
雪
用
の

ダ
ン
プ
を
借
り
て
小
路
の
雪
よ
せ
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
ま
た
来
シ
ー
ズ
ン
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
冬
も
除
排
雪
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

除雪車が通ったあと、玄関先の雪寄せを行う
山崎団地町内のみなさん

貸ダンプに雪を積む新屋北浜町のみなさん15 広報あきた　３月26日号


